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〔3 1 1 3〕コンクリート表層面を想定したモルタルの吸水試験

新 潟 工 科 大 学 工 学 部 地 濃 茂 雄
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を明らかにすることを目的としたものであるQ

ここでは､コンクリ-トの表層はモルタルで構成され

ていることを想定し､ヨンクリ- トから粗骨材を取り除

いたモルタルを試料としたOまた､表層特性犯違いの-州

別を明らかにするために､モルタルの吸水性状から組 織

犯夜業さを把握したO
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モルタ ル 量 は 単 位 水 盛 に 支 配 さ れ る と い え る o L た が っ
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業 さ が 相 違 す る も 昭 と 考 え ら れ る O
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合 表 を 表 護 に 示 す ｡

供 試 体 に は ヨ ン ク リ - 卜 表 面 を 意 識 し ､ で き る だ け 雄
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50 150 300 970 9 6 7 2 4 5 1 : 3 . 2 6 2 .~5

50 175 350 915 9 1 5 2 8 6 l : 2 . 6 6 1 . 3

50 200 400 863 8 6 1 3 2 7 1 : 2 . 2 6 3 . 6
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図中の数字は単位7水屋(kgm:i
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職供試 体重畳 を測 定 した｡
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単位来 最 が相 違 して も圧 縮 強 度 に 尭 叢 は見 られないO

∴. こ.. .●､ .･

吸水率 の策 定 方 法 と して 表 2に示 す よ うなものが考え

られ るO 以 下 ､ こ こで は③ 式 に よっ て求 めた吸水性状を

-例 と して検 討 を進 め る こ と とず るO
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し､ そ 犯後 は 次 第 に差 が 現れ 始 め､ 単位水量が多いほど
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さに違 い が あ る こ とが類 推 で き るQ
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Vj､ 単位 水 量 に尭 き く影 響 され るも卵 と考 えられ る｡
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単 位 水 量時 間 絢g刺 150 175 200 210
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図 確 単位水量 と吸水 率 との関係

･:工 . -.､. ､∴

200 210

作用 因子 劣 化 現 象

炭酸ガス 中性化
エフロレッセンス

凍結融解 ひび割れ､は く離､はく 薄

摩耗 損傷､は く離

物質付着 汚れ

熱 ひび割れ､はく離

そ こで､表層 に作 用す る因子 と劣化現象をYま と め て み
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後､単位水 量 碍観 点 か らこの種 殿研究を進めた も ㌔
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相違 す るこ とを明 らか に した｡ この傾向は､気申養 生 ､

水 中養 生 いず れ の条 件 下で も認 め られたO


